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Coffee Breakは、昭和56年の創刊以来、コーヒーの生産・消費・市

場・歴史・文化・科学情報など、様 な々視点から長い時間に渡ってコーヒ

ー業界内の大きなトピックスを記録し続けてきました。

日本人の生活の中でコーヒーが親しまれるようになって以来数十年、今

やコーヒーは単なる嗜好飲料の枠を越えて、ライフスタイル、ファッション、

カルチャーの形成の一部分としての役割を果たしつつあります。また、「コ

ーヒーと健康」といった飲用面からの科学的分析も近年活発に行われる

ようになりました。

現在、Coffee Breakは業界情報誌として、またコーヒー専門誌として、

コーヒーにまつわり「現在、何が考えられ、何が行われているか。」を読者の

皆様に御紹介しております。
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ホーエンザルツブルク城塞テラスから見下ろすゴシックやバ
ロック風の建物が美しい、ザルツブルクの旧市街。

メンヒスベルクの山上にあるカフェ・ヴィンクラーのテ
ラスからは、夏の音楽祭でつとにその名を知られる祝祭
劇場や大聖堂、レジデンツなどの旧市街とザルツァッハ
川の美しい眺望が幻想的に浮かびあがる。
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ザルツァッハ川の堤防を兼ねた遊歩道にはベンチも置いてあり、日光浴を楽しむ人たちの
憩いの場となっている。

朝９時も過ぎると、夜の帳が降りるまで、人気のザルツァッハ川に面したテラス席は老若男女の人たちでいっぱいの盛況だ。
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クラシックなインテリアに身を置いて、その風景に溶け込むかのように香り高いコーヒーをいただくことは至高の幸福感を味わいであろう。

テラス席の賑わいが嘘のように静で落ち着いた店内。

Cafe Bazar
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初夏の爽やかな光のもと、ザルツァッハ川の川岸を歩く人々を眺めながらコーヒーを楽しむ人たちの話題は音楽祭のことであろうか。

1

テラスの椅子に座り、一杯のコーヒー
を飲みながら新聞を読む人。



「コーヒーブレイク」の御購読、またはバックナンバー御希望の方は、
『お名前（宛先）』『送付先御住所』『お電話番号』『御希望部数』を御
記入の上、左記編集部宛にＦＡＸまたは葉書にて、御連絡下さい。
〒１０3ー００１５ 東京都中央区日本橋箱崎町６ー２
全日本コーヒー協会内 コーヒーブレイク編集部
ＦＡＸ０３ー５６４９ー８３８８
＊御購読料は一部６００円（送料・税込）
本誌送付の際に振込用紙を同封させていただきますので、御手元
に届き次第お振り込み下さい。
尚、「コーヒーブレイク」のバックナンバー・新刊・御購読情報は全
日本コーヒー協会ホームページでも御案内させて頂いております。
アドレス http://coffee.ajca.or.jp/
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FRUIT COFFEE PUNCH

コーヒーベースのシャンペンと果物の
フルーティーなパーティードリンク。
果物の彩りとコーヒーの風味が
パーティーの楽しさを演出します。

●材料（10人分）
ラズベリー ………………… 250g
オレンジ …………………… 4個
キウイ ……………………… 2個
ウォッカ …………………… 150cc
冷たいコーヒー（濃く抽出）… 200cc
シャンペン又は白のスパークリングワイン…2本

●ラズベリーとスライスしたオレンジをパン
チボールに入れ、ウォッカとコーヒーを加えて
2時間おき、香りをだす。シャンペンを加えキ
ウイのスライスを浮かべる。



■表紙
コーヒーの栽培は、苗床で種子から丁寧
に育てられる。苗の栽培に使用される種
子は、生産量が多く寿命の長い厳選され
た木から採取される。苗床は農園の中で
も厳選された日陰の場所が選ばれ、20セ
ンチほどの成育を待って初めて農園に植
え付けられる。


